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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】令和1年10月31日(2019.10.31)

【公表番号】特表2019-501754(P2019-501754A)
【公表日】平成31年1月24日(2019.1.24)
【年通号数】公開・登録公報2019-003
【出願番号】特願2018-513787(P2018-513787)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  53/86     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  35/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  21/06     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2016.01)
   Ｅ２１Ｄ  11/04     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/00     (2016.01)
   Ｆ２１Ｙ 115/10     (2016.01)
   Ｆ２１Ｙ 115/30     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   53/86     ２２２　
   Ｂ０１Ｊ   35/02     ＺＡＢＪ
   Ｂ０１Ｊ   21/06     　　　Ａ
   Ｂ０１Ｄ   53/86     ２１２　
   Ｂ０１Ｄ   53/86     ２８０　
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ３１１　
   Ｅ２１Ｄ   11/04     　　　Ｚ
   Ｆ２１Ｙ  101:00     ３００　
   Ｆ２１Ｙ  115:10     　　　　
   Ｆ２１Ｙ  115:30     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年9月13日(2019.9.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両が通過する可能性がある閉鎖空間システムであって、前記閉鎖空間システムが内部
表面、前記閉鎖空間システムの内部表面上の光触媒コーティング、及び前記閉鎖空間シス
テムの内部表面に取付の照明装置を含み、前記照明装置が３４０ｎｍ～４５０ｎｍの範囲
の波長を発する光源を含み、前記照明装置が３４０ｎｍ～４５０ｎｍの範囲の前記波長で
前記光触媒コーティングを照らすように配置され、前記光触媒コーティングが、３４０ｎ
ｍ～４５０ｎｍの範囲の前記波長によって活性化可能である、前記閉鎖空間システム。
【請求項２】
　前記照明装置が３４０ｎｍ未満の波長の光を発しない、請求項１に記載の閉鎖空間シス
テム。
【請求項３】
　（ｉ）前記閉鎖空間システムがトンネルである、または（ｉｉ）前記閉鎖空間システム
が道路トンネルである、または（ｉｉｉ）前記閉鎖空間システムが鉄道トンネルである、
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または（ｉｖ）前記閉鎖空間システムが歩行者用トンネルである、請求項１または２に記
載の閉鎖空間システム。
【請求項４】
　前記閉鎖空間システムが建物内の駐車場、フェリー内の駐車場、またはカートレイン内
の駐車場である、請求項１または２に記載の閉鎖空間システム。
【請求項５】
　（ｉ）前記光触媒コーティングで被覆された表面が、１．０Ｗ／ｍ２より高い強度で３
４０ｎｍ～４５０ｎｍの範囲の波長で照射される、または（ｉｉ）前記光触媒コーティン
グで被覆された表面が、１．０Ｗ／ｍ２～５０Ｗ／ｍ２の範囲の強度で３４０ｎｍ～４５
０ｎｍの範囲の波長で照射される、または（ｉｉｉ）前記光触媒コーティングで被覆され
た表面が、１．０Ｗ／ｍ２～２０Ｗ／ｍ２の範囲の強度で３４０ｎｍ～４５０ｎｍの範囲
の波長で照射される、または（ｉｖ）前記光触媒コーティングで被覆された表面が、１．
０Ｗ／ｍ２～１０Ｗ／ｍ２の範囲の強度で３４０ｎｍ～４５０ｎｍの範囲の波長で照射さ
れる、請求項１ないし４のいずれかに記載の閉鎖空間システム。
【請求項６】
　前記光源が、発光ダイオード（ＬＥＤ）であるか、またはこれを含む、請求項１ないし
５のいずれかに記載の閉鎖空間システム。
【請求項７】
　（ｉ）前記システムが前記閉鎖空間内のＮＯｘガスの量を低減するように配置される、
または（ｉｉ）前記システムが前記閉鎖空間内のＳＯｘガスの量を低減するように配置さ
れる、または（ｉｉｉ）前記システムが前記表面の細菌及びカビの存在を低減するように
配置される、または（ｉｖ）前記システムが前記閉鎖空間内の揮発性有機化合物ガスの量
を低減するように配置される、請求項１ないし６のいずれかに記載の閉鎖空間システム。
【請求項８】
　前記光触媒コーティングが、セメント系水硬性結合光触媒コーティングである、請求項
１ないし７のいずれかに記載の閉鎖空間システム。
【請求項９】
　前記光触媒コーティングがセメント系光触媒組成物から得られ、前記組成物が：
（ａ）少なくとも１つのセメント結合剤；
（ｂ）少なくとも１つの光触媒；
（ｃ）少なくとも１つのセルロースエーテル；
（ｄ）少なくとも１つの流動化剤；
（ｅ）少なくとも９５重量％が１００μｍ以下の寸法を有する粒子状の少なくとも１つの
第一の石灰質充填剤；
（ｆ）少なくとも９５重量％が３０μｍ以下の寸法を有する粒子状の少なくとも１つの第
二の石灰質充填剤；
（ｇ）無機質担体に担持された粉体状の少なくとも１つのシランを含む、請求項１ないし
８のいずれかに記載の閉鎖空間システム。
【請求項１０】
　前記光触媒組成物が：
（ａ）少なくとも１つのセメント結合剤を１５～６０重量％、好ましくは２０～５０重量
％；
（ｂ）少なくとも１つの光触媒を０．５～１２重量％、好ましくは１～８重量％；
（ｃ）少なくとも１つのセルロースエーテルを０．０２～３重量％、好ましくは０．０５
～１．５重量％；
（ｄ）少なくとも１つの流動化剤を０．０５～５重量％、好ましくは０．１～２重量％；
（ｅ）少なくとも９５重量％が１００μｍ以下の寸法を有する粒子状の少なくとも１つの
第一の石灰質充填剤を１０～５０重量％、好ましくは１５～３５重量％；
（ｆ）少なくとも９５重量％が３０μｍ以下の寸法を有する粒子状の少なくとも１つの第
二の石灰質充填剤を１０～５０重量％、好ましくは１５～３５重量％；



(3) JP 2019-501754 A5 2019.10.31

（ｇ）無機質担体に担持された粉体状の少なくとも１つのシランを０．０５～５重量％、
好ましくは０．０１～３重量％含む、請求項９に記載の閉鎖空間システム。
【請求項１１】
　前記セメント結合剤（ａ）がポルトランドセメントである、請求項９または１０に記載
の閉鎖空間システム。
【請求項１２】
　前記光触媒（ｂ）が、主にアナターゼ結晶形の光触媒二酸化チタンである、請求項９な
いし１１のいずれかに記載の閉鎖空間システム。
【請求項１３】
　前記光触媒二酸化チタンが、少なくとも９５重量％が５０ｎｍ以下、好ましくは２０ｎ
ｍ以下の寸法を有するような粒度分布を有する、請求項１２に記載の閉鎖空間システム。
【請求項１４】
　前記セルロースエーテル（ｃ）が、２０℃のブルックフィールド粘度ＲＶＴが１００～
７０，０００ｍＰａ．ｓ、好ましくは１００～３０，０００ｍＰａ．ｓ、より好ましくは
２００～１０，０００ｍＰａ．ｓである、請求項９ないし１３のいずれかに記載の閉鎖空
間システム。
【請求項１５】
　前記第一の石灰質充填剤（ｅ）が、少なくとも９５重量％が７０μｍ以下の寸法を有す
る粒子状であり、前記第二の石灰質充填剤（ｆ）が、少なくとも９５重量％が２０μｍ以
下の寸法を有する粒子状である、請求項９ないし１４のいずれかに記載の閉鎖空間システ
ム。
【請求項１６】
　前記第一の石灰質充填剤（ｅ）が、５重量％以下が３０μｍ以下、好ましくは、２０μ
ｍ以下の寸法を有する粒子状である、請求項９ないし１５のいずれかに記載の閉鎖空間シ
ステム。
【請求項１７】
　前記石灰質充填剤（ｅ）及び（ｆ）が、重量比（ｅ）／（ｆ）が０．２～２．０、好ま
しくは０．５～１．５で含まれる、請求項９ないし１６のいずれかに記載の閉鎖空間シス
テム。
【請求項１８】
　前記担持されたシラン（ｇ）が、少なくとも９５重量％が１００μ以下、好ましくは８
０μ以下の寸法を有する粒子状である、請求項９ないし１７のいずれかに記載の閉鎖空間
システム。
【請求項１９】
　さらに、（ｈ）少なくとも１つの疎水化ビニルポリマー、好ましくは、塩化ビニル、エ
チレン、及びビニルエステルＣＨ２＝ＣＨ－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒのターポリマーを含み、
ここで、Ｒは直鎖または分岐Ｃ４－Ｃ２４アルキルである、請求項９ないし１８のいずれ
かに記載の閉鎖空間システム。
【請求項２０】
　光触媒コーティングで被覆されたトンネルの内部表面を照らすための３４０ｎｍ～４５
０ｎｍの範囲の波長を発する発光ダイオードの前記トンネル内での使用であって、前記光
触媒コーティングが３４０ｎｍ～４５０ｎｍの範囲の波長によって活性化可能であり、前
記発光ダイオードが３４０ｎｍ未満の波長の光を発しない、前記使用。
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